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薬剤師国家試験出題基準について・  
② ●・医療薬学  
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①基礎薬学 ○新たに設定された小項目の内容の例示   
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つの大項目の編成を踏襲することとし、必要最小限の改正に留ゆた。  
今回の改定にあたって■の主たる要点は、以下のとおりであ、る。   t  
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大明目   中項目   小塙日   小項目■の内容の例示   

1．物琵の描追と性質  Å．化学捕造・  a．基本的骨格  a医凝品、環境物質あるいは生体成釧こ含  

まれる骨格  

◆アルカン、アルケン、アルキン、芳香族化合  

物（多環欄合Ⅰ菜を含む）、ステ白イド、含豊熟  

地卦故光枚紫闇化合物ビリジン、廿ノミジ  

ン、プリン、インドール、イミダゾール、フう  

ン、ビロールなどの誘導体  

b．韮刺七億物の描追と名         aお車に日本殊牒方収雅医蕪品の捕造と名  

称   称  

c．代襲的な州丑化合物と  a周相磯と原子の雅子配一正（同位元衆を含  

金胤砧体．  む）  

bハロゲン化物  

c盟紫の勧化物  

d硫糞の酸化物  

eリンの勧化物  

fハロゲンの隙佃勿  

圧オキソ化合物．  

h活性触湾  

＝l是イカーン・隠イオン金凧鋸＝本  

d．立体災性  aキラリテイ⊥、キラル中心．  

b立体果性休（エナンチオマー、ジアステレオ  

マー、エビマー、アノ寺－、ラセミ体）●  

C鮒可穴他体（シス／トランス、E／Z）  

d立体記籠の薮示（R／S、シス／トランス、  

E／Z、D／Lなど）  

占／化学反応性  a．．化学結合  a共有結合  

bイオン結合‘  

8配位持合  

d軌道の混成  

e結合の沌性  

b．分子間力  a水難結合  

b疎水性相互作用  

Cフアンデルウールスカ  

d御他的相互作用  

c．韮本的化学反応  a位換反応  

b付加反応  

G脱離反応  

d転位反応．  

e縮合反応  

f酸一塩韮反応・  

g酸化・還元反応  

Ⅰ一二 基礎薬学   

薬剤師職能は、医療技術の急速な進如ことも・ない、ますます高度化、専門化  
・ 

て 

特に、実務の過程では身に付け難い基礎力や薬剤師と．レての生涯研修に耐え   
うる準質、能力を判定するために出題される・。   

「基礎薬学］に含まれる科目を例示すると薬学概論、・物理化学、分析化学  
（日本薬局方試験法を含む）・、有機化学、生薬学、生化獣放射化学、機能形   

態●学（生埋・解剖学）、分子生物学、免硬学、微生物学などである。●   

［出題に際しての留意事項］  

（1う■ 出題の方針  

「基礎薬学」においては、最先端の学問、技術に関する知識を問うのではな  
・．く、その分野での進歩を理解するために必要な基礎的楽質を間・うこととする。  

大項目「物質の構造と性質」及び「天然医薬資振」については、医薬品の構   

造．・■性質及びその分析、確認・純度試験など申方法論の基礎的知識を中心に出   
題することとするこ  

大項目イ草体の湖造と機能■」については、生体の拙造、機能及び生体成分の   
代謝などに関する基礎的知識を中心に問うこととする。  

日本薬局方については、記聯されている記．述そのもの毎問うことはせず、そ   
の記述を理解し応用する知緋、能力を問うことと．する。  

なお、簡単な柑造の化合物のIUPAC命名法及び汎用される物質の英語名  

（INN：国際一般名）■も出題腫囲ヒ含まれる。   

（2）他分野との調亜  
「基碇薬学」にお・いては、「医療薬学」、「稲生薬学」及び「薬事関・係法規   

及び薬事関係制度」に直接関連する出題は行わず、それらを理解するために必   
要な基礎的知言放を問うこととする・。  
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大項目   項目  小項目   小項目の内容の例示  

（1．物質の描造と性質）  （B．化学反応性）  （c．基本的化学反応ト   
iベリ環状反応  

ヨ  

kラジカル反応  

i光化学反応の基漁  

d．官能基などの基本的な■   

反応性 ハロゲン基、水酸基．エーテル、カルポニル  

基、カルポキシル基、エステル、スルホン酸  

基、アミノ基、アミド基、シアノ基、ニトロ基、・  

ニトロソ基、アゾ・ジアゾ基、ケアニジノ韮、イ  

ソシアナト基、スルフィド基、不飽和結合、芳‘  

香瑳、キノン稀造、メルカプト基、ジスルフイ  

ド結合  

b官能基の窃入・変換  

e．生体成分の基本的な反応a糖質  

性 占アミノ臥ペプチド、タンパウ質  

c脂質  

d核地  

C．物理化学的性  江▲．  a融点  

b．故国点  

。測点、訴気庄  

d屈折串  

e◆比正’  

f旋光度  

g粘度  
h鵠恥串  

ipK白、PKb  

」匡Il酎lと位（SI）  

k双極子モT－メント  

l可塑性／可塑剤  

b．平衡 a化学平子斯  

b削い塩基平価  

c隠僻猥の乍提親平衡  

dエントロピー  

eエンクルピー  

f自由エネルギー  

g相平衡、相柵、分康平衡  

h沈殿平衡  

＝拍化還元平衡   

中項目●   小項目   大項目  小唄目の内容の例示   

（1．物貿の構準と性璧）  cコロイド溶液  

d笛分子溶液  

e溶減の鉱⊥性、浸透圧・  

f界面張力、ミセル  

g水和  

hイオン強度  

1清見  

d反応迎庶  a．速度定数  

b反応の次倣  

c活性化エネルギー  

d退移状一班‘．  

e‘反応中間体  

f那加澗  

0．放別性同位元班  a放射性機変  

b放射線の拙抑と性質  

G汎用される放射性剛立示群の粗柄と応用  

D．構造桐析法  a．物Ⅶ学的及び分光学的                  a赤外分光法・  

方法  b鉛外可視分光法  

G出光分析法  

d核磁気共鳴汝  

e斑誼分析法  

f旋光分徹∵円二色性  

gX紬回折法  

b．有槻化合物のズベクトル        a赤外分光法  

解析  b粟外可視分光法  

c核根気如晦法  

d賀茂分析法  

已分肌・鞘剋法   乱クロマトゲラフ法  aベー／く〔クロマトグラフ法  

b剤周クロマトゲラフ法  

cカラムクロマトゲラフ法  

dガスクロマトゲラフ法  

巳液体ウロマトゲラフ法  

b．唱気泳動法  8沌気泳助の原理  

bゲル篭気泳動  

cキャビラリー脂気泳動  

8．試料前処理法  8溶媒抽出法  

l   

蔓  b固絹地出法   
j緒体生成平衡  

k化学ポテンシャル  

a溶解度  

b確通年豊水溶液  

c除タンパク法  

a日本薬局方収載の化学的分析法（靴隠試  

放法、純度試験法、定旋法）   

F．定性・定立分析  

a．化学的釧斤法    －B－  c．溶液の性㌍    －7－  



大項目   中項沌巨   小項目 小項目の内容の例示   

（3．生体の構造と拙傭）  （A．生体成分の構造と性  d．核級の捕適と性堂  

粧）  bヌクレオシド  

6ヌクレオチド  

d■DNA  

eRNA●  

hピタミシの拭造と性質  

タミンB8、ビタミンB12、ビタミンC、ナイア  

シン‘劉生、ビオチン、／くントテン酸）  

b脂油性ビタミン（ビタミンA、ビタミンD、ビ  

タミンE、ビタミンK）  

f．如拙質  8N8、K、Ca、■Mgなど生体必須の企親元栗  

b鍬克元糞  

g．乃半期と斡熊反応  a韮貴持挽性．  

b珊椚髄  

c活性わ鯛柿  

d反応遮舷捕  

e反応阻軍  

f金仇敵東  

B．生体成分の代用  ・推斑の代用  a紺新生  

b僻地経略  

0グリコーゲン代謝  

dクエン甑回路  

eベントースリン訟回路．  

b．脂質の代五”  

bコレステロール代言桐  

■c．アミノ別の代訓寸  aアミノ附・じ夏n寸  

b尿諏サイクル  

cポルフィリン代渕‡  

d．ヌクレオチドの代謝  

bビリミジン代王銅  

臥エネルギー産生  白亀子伝漣系  

b高エネルギー結合  

Cエネルギー■形態の変換  

a．神経系  a神経細胞  

b典惣の伝導■伝達  

Gシナプス  

d中枢紳纏系  

e末梢神経系   

－10－   

大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   

（1．■物質わ構造と性質）  b．吻理的分析法  8日本巣局方収瑚の吸光度測定法、蛍光光  

度法、原子吸光光度法、熱分析法、塩気的  

滴定法  

c．生物学的分析法  aエンザイムイムノアツセイ■  

bラジオイムノアツセイ  

c酵釈尊的分析法  

d／くイオアツセイ  

G．物理的診断法の原理  ∃超音波  

bMRT  

¢×組CT  

b．光学技術  a■ファイパースコープ  

b下線達肇乏  

2二天然直薬翼源‘  A．生罪及び課方薬  a．日本粟局方収載の生薬              a基原、性状、同定、成分こ蔑効、■試験法  

b．謀方妻霞   a汲方処方の野合と適用  

B．天≠酎勿由来の医桑島  

描造、性臥生合成過程の払樋  

ステロイド顆、テルベノイド柑、フラボノイド  

析、ポリフェノール病、アルカロイド杭、主要  

な抗生物久夫然高分子、配糖体  

3．生体の梢造と撒能   

bオリゴ拙  

G多根  

d複合多拙  

e推理の■物性  

b．脂質の刷遷と性質  

bトリアシルグリセロール  

c接合脂錯  

dコレステロール矩  

e脂質の物性  

e．アミノ取、■ペプチド、タン   

バク琵の構造と性欝  b．ペプチド  
c埠純タンパケ托  

d粘タンパク質  

eリボタン／くク質  

fタン／くク質の物性  



中項目  小項目   大項目  小項目の内容の例示   

（3，生体の構造と機能〉  （C．器官の棉造と  a心臓・ヰ管  

b・循環調節  

e血管内皮  

c，呼吸器系  a気管・肺  

b呼吸調節  

G弛素運搬  

d．消化器系  a消化管・肝胞・膵臓■  

い削ヒ吸収・解頸  

e・泌鱒・生栢器系  8腎臓  

b生地署  

G性周期・妊娠．  

f．血液・リン／く系  a血液  

b血球底生・破燥  

cリンパ  

g．筋肉■冊枯系  a冊格筋・心筋・中洞筋  

b野代抑  

c筋肉収縮  

h．内分泌系  a視床下部  

b下垂体・甲状澗＝別行  

‡，皮膚凋抽臓儒  a皮瑠粗描  

も視ツい埴児・嗅黒  

D．相場のⅢ遷と   a軸物Ⅲ髄  

b植物細胞  

c霊園郁職  

b．原核榊胞‘  き紬舘、リケッチア、マイコプラズマ、クラミジ  

ア  

c．細胞寄生体  aDNAウイルス  

bRNAウイルス  

cプラスミド  

d．細胞小器官．  8乱伐小体  

bミトゴンドリア  

¢小胞体  

¢ゴルジ体  

eリソソーム  

fベルオキシソ「ム  

g細胞プ蜜  

h如】胞骨相  

－11－  ＝肌旭裏  

大項目   中項目   小項目   小項目の四容の例示  

（3．生体の相違と摘能）  （D．細胞の構造と般能）  8生榊琵の物性  

b捕逸過  

G膜乍引立  

f．迫伝欄報の枚製と発現  

b染色体  

oDNAの櫨製  

d変殿・低塩  

eRNAの租掛転写・逆転写  

fタンパケ艮の生合成  

gタンパク質胴析法  

g∴過伝子工学の韮棚  

ll．遺伝子工学の応用  

b通信子組換え法  

cクローニング．  

di削云子描換えl肋物  

e追信子仏独えタンパク鐸  

E．憫粗伝適   a．相和伝逸機捕  白受容体  

bGタンパク三豊  

c二次メッセンジャー，  

dタンパケ町ノン批化・脱リン棺化  

8昭解釈  

b．帥経信逮物鰐  aアセチルコリン  

bカテコールアミン  

cセロトニン  

dヒスタミン  

8アミノ批類  

f一触化立弟  

c．ホルモン  a下垂体ホルモン  

b視床下部ホルモン  

云甲状腺ホルモン  

d別甲状腺ホルモン  

e消化憧ホルモン  

fすい臓ホルモン  

g副腎皮質ホルモン  

h別冊髄質ホルモン  

d．エイコサノイド  8プロスタグランジン妬  

bロイコトリエン類  

aインターフェロン叛  

bインターロイキン炸  

cエリスロポエチン  ー打サイトカイン －12．－   



大項目   中項目   小項月   小項目の内容の例示   

（3．生体の構造と機能）  F．免疫   a．体液性免疫  8抗原  

b抗体（杭血清），  

¢桶体  

d抗原抗体反応  

占抗体産生機構  

b．細胞性免疫  a主要組織適合泊伝≠複合体（MHC）  

c．アレルギー   8アレルギーⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ型   

Ⅱ 

「医療麗筆」とは、医薬品の適正使用を目指し、医班に直接関係した薬剤恥   
の職能を発揮するために必要な知細い技能の基本となる分野である。   

［出港引こ際しての留意事項］  

（1）．出題の方釦．   
従来の出礎形式に加え、適切な梨剤甲選択と投与方・法、服架指導などに閲し  

・て問う症例を中心とした総合的な出題形式を含む。さらに、保険基局及び病院  
・診療所におけ争突抜尖習の成果を問う問題も対率となる三  

（2）他分野との調韮   

t「医療基準」は、麗学教育の銅斗目と広く関迦することから、開運する基礎、   

的な知識を組み合わせた総合問題も．出題の対象となる。  

ー14－   
＿1つ＿．  

。  



Ⅱ一 医療薬学・  

大項目  申項目  小項目   小項目の内容の例示  

1．医薬品の作用  A∴薬物の作用  a受容体  
bイオンチャネル■  

G輸送体（トランスポーター）  

d素  

b．用丑：反応関係  

c．描追活性相関  

B．末梢神経系   

効果器に作用  b別交悪神経興奮様薬及び遮断薬  
G自種村経緯刺激菜及び遮断薬．■  

b．体性神経系及びその効療    白馬所瓜酔澤  

告別こ作用する薬物   b神経筋接合部刺激菜及び遮断菜．  

C．中枢神経系  。吸入麻酔持  

る薬物   b静脈麻別儀  

b麻酔御助燕  

b．拙眠重  aベンゾジアゼビン系粟  

b／くルビツール触系兆  

c．向描キ小三罷  a統合失調症治療森  
b抗不安染・神経症治痕醸  

¢抗うつ魂  

d抗そう洋室  

d，杭てんかん張  a抗部分発作魂  
b杭全旭光作荘  

c抗てんかん韮耕薬  

e．中枢性筋弛絞罪  a抗癌性麻痺簗  

f，抗バーキシソン病薫  

b抗コリン感  

g．抑蹄鍔  a餌燕闇㈲蘭瀾  
b非職賂性鋲痛薙  

c醇菜桔抗薫・  

h．鵬租喫  aサリチル槻系澤  
bアニリン系箪  

cビラゾロン（ピリン〉系燕  

；．中枢典蕾諜  a大脳皮質興奮＃三  

b中相性呼吸興奮譲  

G光建アミン  

j．めまい治療茹   a抗ヒスタミン燕  

bアドレナリンβ受容体刺湖儲  

－15－  

大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示／   

（1．医菜品の作用）t   （C．中相対経系に作用す  k．脳循環代孟環1改悪許  

る燕物）  b脳神経機能眠活推  

c内因性生理活性物好．  

‡．抗アルツハイマー病珠   

D・免疫系に作廟す卑轟  

物  
b．免疫1は狐摸  

戸・免疫研盤搾  n DMARO 

d．ワクチン・抗血購  

E．抗アレルギー蕪  

．b．ケミカルメディ■エークー運拙  
阻建菓．  

c．ケミカルメディエータ一合成  
阻哲理  

d．ケミ九ルメディエーター遮断  

煎  

F．抗炎症攫  弓．‘ステロイド性抗炎■症薫  

b．非ステロイド性続炎症苑  

c．消炎俳壇  

G．心臓血管系に作用す  a．利尿築‘  

る染物  b‘強心配抽体  

Gアドレナリンβ受■容体渕独英一  

dPDE皿【阻脊梁．′  

e硝酸菓．  

fACE阻軍染  

gアンギオテンシンAT．受容体追捕燕  
llアドレナリンβ史容陸地研究  

b．不艶脈治療托  al群染  

bⅡ・群姉  

GⅢ押童  

dⅣ丑羊韓  

8強心配拍体  

c．虚血性心疾患治療束   

bアドレナリンβ受容体遮断薬  

占C㌔チャネル遮断苑  

d血恕溶解薬  

e血液叔固阻穆詫  

f血小股旅鋲阻尊重  

f麻薬性錦稲葉  

gアデノシン増強薬  



大項目   中項目．   小項目   小項目の内容の例‾ ●   

（1．医韓品の作用）   （」．泌尿器系に作用する  

染物）・  

K．生殖怜系に作用する  

薬物  
bこ子宮収縮燕  

q．子宮弛桂兼  

d．避妊葉  

」．一血液、造血器官に作用  
する召馴勿  

占．中波凝周佃層灘及び止血  
薬  

c．血小板血塊阻智塵  

d．血栓溶憤死  

0．血液代用推  

F．血液製剤  

叫叩把作用する荻物  

局所酔酌蘭、抗髄鞘、角ば  
治無雑、血管収縮箱）  

b．白内陣治疇燕  

G．緑内障治兢柴  

d．アレルギー性結膜炎治机  

薬  
N，皮周lこ作用する組物  

b．紺t津純■  

C．州ヒ症治軌薙  

ロ’・内分泌・代紺系に作用  
する刺勿   前掛後来ホルモンとその分泌即摘穂決  

b甲状腺ホルモンとその鱒断楽  

G副甲状腺ホルモン  
d膵臓ホルモン，  

¢副腎皮既ホルモンとその合成代用鶏・  
fj生ホルモンl朴迎雄とその合成代用醜  

gタン／くウH同化ホルモン  

h消化管ホルモンとその逆鞘謀  

b．ビタミン  a水溶性ビタミン  
ウ脂溶性ビタミン  

c．糖尿病治療菜   aイ．ンスリン製剤  

bスルホニル尿東系薫  

c速効型インスリン分泌促進薬  

dピグア土ド系薬  

eα－グル占シダーゼ岨笹森  

小項目の内容の例示  

a cal●チャネル遮断薬  

bアンギオテンシンATl受容体準断薬  

cÅCE阻害薬  
d’利尿薬  

？アドレナリンβ受容体遮断薬 －  

fアドレナリンαl受容体遮断薬．▲  

g中枢性交感神経抑制薬  

h末梢性交悠神経抑制薬  
i血管拡弓長英  

aカテコールアミン系粟  

b非力テコールアミン系薬   

二aプロスタグランジン系窮  

もコテン放系薬  
cアドレナリン飢受容体遮断薬  

dアドレナリンβ受容体刺激荻  

（G．■心臓血管系に作用す  る薬物）  
d．高血圧症治療薬  （1．医薬品の作用）  

8．低血圧治療薬  

f．末梢血管拡弓長薬  

a．末梢性呼吸典憺燕  

b．釘！呟・去疲舘   

c．気優支喘息治療災   

孔棍澗闇化燕   

b．消化性別痘治醗燕  

H．呼吸碁系に作用する  薬物  

Ⅰ消化器系に作用する盗 物  

a制放球  

b抗コリン薬  

c抗ガストリン袈  

dヒえタミン▲Hl受容体遮晰蕪  

eプロトンポンプ阻聾葦  

fドパミンD－受容体迫l併燕  

gプロスタグランジン系集  

h防御因子憎弧印  

篭．ヘリコ／くクターピロリ除閲賂  

c。間Ⅷ槻欄改恐弦  

d．絞疲薬  

e．蝿吐及び制吐基   

f．流下及び止滴範   

g．肝・胆・路瞳摘儲改詣痙   

a．利尿薬  a浸透圧性利尿薬  

bチアジド系利尿薬  

G炭軸脱水酎紫阻笹薮  

dループ利尿蕪  

eカリウム保持性利尿張  

fアルドステロン桔抗薬  

J．泌尿器系に作用する  焚物  

b．排尿曜都合療費  



大項目   中項目  小項目   小項目の内容の例示   

（1．医薬品の作用）   （○‥内分泌・代…  

用す争薬物）  g合併症治療薬  

d．高脂血症治療薬  aHMG－CoA還元酵素阻害薬  

b・陰イオン交換樹脂  

Gフィフラー 

dニコチン故系薬  

e植物ステロール  

e．高尿酸血痕治療薬  a尿菅生i鋸世促進薬  

b尿酸合成阻啓粟  

G痛風発作抑制燕  

f．骨組しょう症治痴鶏  

P．病原生物に  a 

薬物  bアミノグリコシド系鵜’  

Gマクロライド系輯  

dテトラサイクリン系粟  

8ペプチド系張  

fニューキノロン系染・  

gスルホンアミド系薬  

b．抗杭酸薗疫  8続柄櫨琵  

bハンセン病治漁摸  

。劇震由純．  8アゾール系非‘  

bポリエン系賂  

d．抗ウイルス旅  a抗ヘルペスウイルス純  

b抗サイトメガロウイルス丑  

c抗インフル工ンザ燕  

d抗HIV控  

e抗肝炎ウイルス燕  

e．杭寄生虫瑛■  a抗原血痕、  

b抗加由雄（抗蛸虫績）  

f．消瑚鶏  aアルコール畑  

bハロゲン化合物  
G■フェノール摘  

d過翫化物  

亡アルデヒド概 

f界面活性物紆  

Q．杭悲性∬獅   a．7ルキル化煎  

b．代紺桔杭燕  

c，抗生物㌍  

d．白金卸本  

e．天然物由来物質  

f．れレモン療法薫   
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大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例．示   

（1．医薬品の作用）   （Q．抗退性腰痛産）  

h．分子膜的治療控  

R．診肪用藻  礼遇儲劇  

b．拙他校充用乗・  

e．放射性結構張  

d，瞼正典（妊娠、拙尿、氾血  

など）  

S． a．繕効薬瑚王拭験・  
b．一棟苑埋試収  

T．医葦品の安全性   a有啓判i放と副作用甲定舘  

b福啓非挽の分析と告別生損放く負性根性、  

促性毒性、生掛先生矧生、飛がん性、局  

祈刺日射生、光現俸、i射云相生、，抗原性、光  

感作転依存性、耐性）  

G副作用の拙粕（過先による制作用〔謀埋  

作用の速艮粗上の反応】、一値的な用丑  

による副作用）  

b．制作用発現に影膠する因            a生理的因子（年齢、性）  

子  b病的園子（肝、肝疾組）  

ci也伝的因子（人相韮、前苗欠損）▲  

dアレルギー性休符  

8俳用塾 
fi罰坑因子■  

G．搾剤耐性・  aメチシリン耐性飛色ブドウ料蘭（MRSA）  
等  

b麻薬箪  

G抗粘性l】m畑縦箪  

d．級性丼物中克とその処伍  

b胴埼琵  

白．裾！婁も号難捌勿  a肝瞳笥．  

b降幡啓  

c循環界系陣容  

d▲帥鹿・憾兜器膝層  

e庇捌来客（アレルギー、光過触症）  

f血液、造血鞘瞭軍  

g呼吸器系酔態  

h発生せ殖矧埠瞥  

ト骨格筋陣層  

ち東密  aサ．リドマイド、クロロキン、キノホルム、ソリ  

ブジンと5－FUの併用  



小項目の内容の例示  
大項目   中攻目   小項目   小項目の内容の例示   

2医薬品の体内動態  a‘単純拡散  

b促進拡散  

c能動輸送  

d痕動輪送  

b．吸収  a消化管の粗造側爛と乗物吸収  

b消化管以外の部位からわ吸収  

c■初回通過効果 、  

dバイオアイイうどリテイ（生物学的利用  

能）  

e生物学的南軍性  

亡．分布  i組織分布の支配婁因（タンパク結合など）  

bリンパ管への移行■  

G鱒t脊揖液への移行  
d胎児への移行・  

d．代謝  a．代紺描式  
b代謝耶翫  

c代班解釈の阻容と誘導  

d代抽酔三拝の遺伝子（追伝的）多型  

e．排泄  8了野排泄  

b．胆汁中排泄・臓肝循環  

c．．腎・肝以外からの排泄  

f．薬物勒態の変鋤要因  

b生望的豊国  

c．追伝的蟹田  

g．疾塩時における残物胸  

b肝疾患  
c心疾舷  

臥卿勿勒態の解析と投   

与計画  （PK）  bl十コンパートメントモデル  

c2－コンパートメントモデル  

d組形モデルと非紬形モデル・  

e全身・組約・固有クリアランス  

fモーメント胴析  

gポピュレーションPK  

h投与方法・剤形とPK  

i投与苫十同  

j非臨床薫物動態試験  

b．血中薬物濃度モニタリン           aTDMを必賽とする劉勿  

グ（TDM）  bTDMを必撃とする状況  

c試料蚊取と薬物温度測定  

3．疾病と病態   A．診療録と臨床検査                   a．主な検査値  a血液生化学的検査値の変如●  
b血液学的検査値の変働  

c免疫．・血常学的検査値の．変動  

d尿検査他の変動  

e肌劇マーカー  

b肺炎  
c気管支喘息／肺気腫／慣性開封生肺疾  

患  
d肺長灘症  

e師粍ほ、非定型（非桔捌射抗放題感染  
症．  

f肺がん  

（ー．呼吸馴兵船）  （臥疾病と病態生理学・病  

態生化学）●   

g．如ヒ器疾患  a食道がん▲、  

b芦iがん  

c閏炎（創生、恨性）  

d消化性潰瘍  

u嘩炎（ウイルス駄急性、慢性）  

f劇症肝炎  

g肝硬変  

h肝がん  

l急性膵のう炎  

」胆管炎．  

k胆石症．  
1瞳炎（創生、憶性）  

m便秘／下痢▲  
∩大腸炎・  
0通敵性臓症候押  

p膵がん  

q大腸がん  

r炎症性臓疾患  

＄痔疾庖  

h∫血液及び造血郡疾旭  aヲ‡血（鉄欠乏性、再生不良性、溶血性な  

ど）  

b非血知1く皇多症  

c廉斑病（血小板減少症、血液凝固鯛常  

症）  

d 白山】浅減少症  

G血友病  

f相槌性血管内叔固症候群（DIC）  

広血栓・鉱栓症  

h白血病（急性、慣性、骨髄性、リンパ性）   

色相内陣  

b 白内怖  

G眩畢（めまい）  

i．悠黒闇疾舷  

8副鼻腔炎  

b扁桃腺炎  

a拙尿病  

b■低血拙  

c 甲状腺槻了ik先進症／低下症  

d別冊皮班撒能先進症／低下症  

¢尿闇症  

f脂斑代紺灰常（高脂血症）  

g嵩尿酸血痕（痛風など）   

a炎症（急性、促性）   

j′耳鼓咽喉疾患  

k．内分泌・代抽疾患  



大項目   中項目  小項・目   小項目の内容の例示   
（3．疾病と病舷）   （A．診療録と臨  a心電図  

b呼吸機能検査など  

c加齢・妊娠  

c．病理検査  ∂．’棟熊異常と器質変化・  

b組織変化と病態  

d．・診療録の読解  a記朝様式■  

b繁用医療用言吾  

B．疾病と病態  a脳内出血  

態生化学   b脳柾逓  

Gクモ膜下出血  

d脳腫招（悪性、良性）  

8てんかん．  

fバーキンソシ病／／トキンソン症候群；  

gアルツハイマー病／アルツハイマー型老  

年痴牢  
hうつ病  

1そう病  

J統合矢印症  
k神経症  

いb身症  

m片餓痛  

b．骨・関節疾遮  a冊瓶しょう症  

b変形性馴節症’  

c，免疫振放  aアレルギー  

葦麻疹．、光過敏症、アトピー性皮相炎、ア  

レルギ一也結膜炎、アレルギー性鼻炎．  

bアナフィラキシー性ショッウ  

c自己免疫疾患［全身性エリテマトーデス  

（描症状）、lⅦ節リウマチト  

d後天性免疫不全症偵郡［川∨感染症］  

8移植免疫  

d．心臓，血管系疾怨  a心不全  

b不整脈  

c虚血性心疾旭（狭心症／心筋暁韮）  

d高血圧症  

e低血圧・  

弓  
b腎不全（急恥促性）  

cネフローゼ症候群  

d屏鱒感染症  

e原綿結考症  

f前立腺肥大  

g陣痛微弱  

lr・乳がん  

j子宮がん  

l   a気管支炎  
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大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   
．（3．疾病と病態）  （8．疾病と痛憤生理学・病  ∂アトピー性皮爛炎、鱒触性皮侶炎等  

偵生化学）  

∩一億染症  a皿歯感染症  

bウイルス感染症■  

c誤毯感染症  

d寄生虫、原虫感染症  
1  ○幽交代現象  

C．疾病と薬物潤択  a．疾病に対する主な医珪晶       a中枢神経疾乱こ対する匠碑品  
の選択と使用  b一骨欄節疾鎚に対する医奨品  

G免疫疾患に対する医薬品  

d心臓・山懐系疾患に対する医燕岳．・  
e閑・泌原生宛淋疾剋に対する医雑品  

f呼吸撮疾飽に対する医薬品  

g■消化鴇疾掛こ対する医礫品  

hdn油及ホ造血報疾砧に対する医療品  

i悠朋窟疾旭に対する医薬品  

j内分か代紺疾融に対する医爽晶  

lく魁性如封勿に対する医弗晶  

巨炎症に対する医築品  
m感染症に対する厚薄品  

n†鋸生寝癖に対する伝染品．  

？救命牧私柑こ用いる医荘品  

b．隠絶品と栗鼠  a’疾病  

b年齢．  

c妊娠  

4．剋剤の調製と医残品の晶      A劇湘の基鵬的な特性   
鷺皆址  ・応、触媒・混挺の形智）  

b安定性予測（反応速度式、アレニウス武）  

c安■定化  

b．漁子・粉体の性鑓  a総●訂形（多形、無風形など）  

b粉体拍子としての性斑（粒子径、紐皮分  

札苅多状、比破面拙）■  

G張合体としての性猥（空粧率、かさ密度、  

流動性、充てん性など）  

dぬれ、吸湿性  

c∴柴物の溶解、溶出  a薬物の沌解放  

bJ銅壌性  

’G溶解過度  

d溶胴吐の改勘推合体、剛本分傲体など）  

d．分散系  ∂卵価の性質  
b界面活性剤  

c乳化と乳剤の型  

d代薮的な分散系  

e分散系の安定性  

e．レオロジー（変形と流動）  

bニュートン流体、非ニュートン流体  



大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   
（4．製剤の調製と医薬品の  B∴製剤の性状、製法と試  a．日本薬局方通則及び製剤  a通則   

品質管理）  験  総則  b製剤総則  

G剤形各論  

b．品質管理  a蜃験規格  

b製造工程とGMP  

G．固形製剤・半固形製剤の      さ錠剤、顆粒剤、カプセル剤の調製  
調製  b坐剤」隊膏剤の銅製  

c軟膏基剤  

d．無菌製剤の調■製  a濃度及び等弓長イち計算  

■b滅菌法、無菌操作法  

c保存剤  

e．医薬畠如口剤  a固形剋割（賦形剤、崩壊剤、滑沢剤など）  

b半固形製剤  

G注射剤を含む溶液製剤  

f．単位操作と製剤機械  

燥、剋鑓、コーティング）  

b粉砕捷、l混合拙、追ぬ拗、錠剤臥凍結  

乾燥拙など  
cスケールアップ，  

g．貯法と容器、表示  a密閉容器、気密容器、密封容器  

b代数的医狭品の貯法  

h．種物送迷システム  a新しい剤形●  

（ドラッグチリ／中ノーシステ  b■放出制御規制  

ム）  c桂皮吸収製剤  

d微粒子製剤  

8ターゲティング  

fプロドラッグ・  

†．製剤間剋の日本重局方－      a粉体、粒子に関する試旋法  

般試放法  b・物性に関する試職法（粘度測定法、熟分  

新法など）  

G溶出拭験法、崩壊試験法、含毘均一性試  

政法、ダ王見偏韮試股法など  
d注射剤とその容器についての試験法  

e才色物についての試験法  

」，その他の製剤試験法  

b歓帝剤の試験  

G安定性試験（温度、湿度、光）  

5．薙剤師葦務  A．医癌の安全管理  

b防止対策■ 
G処方オーダリングシステム  

b∴調剤過誤の防止  

B．チーム医痕モ  a．病院におけるチーム医療  
bウリニカルバス  

c桟和ケア   

小用Bの内容の例示   

8医弟分韮（かかりつけ燕尾、かかりつけ  

流刑師）  

b在宅医療  

G医晰座間と保険乗馬との迎明（紫耗迎  

肌）   

a CRC築臥IRB耶群馬葦務  
b比故対照試験  

G医残品訴訟称封晩翠（S日A）  

（5．琵剤帥搭務）  （B．チーム医療）  b．地域におけるチーム医療  

C．臨床試放  礼臨床試放（治験の支洩）  

D．処方せんの托正  

b．調剤耗の時宜  a．詑職串項  a蕪名、剤形∴粗相即位  

b一般名での紀服時  
c皿剤摘憾と同等性   

a相継用皿（兼用放）  

b小児用兜  
G冨†胎春用盆・  

d制限立・  

色町悼鞍・肝陣容と用放  
f適応症と用丑   

a服用回数  

b”艮用時川  

¢用法指示  
d適応症と投与期聞（日数）  

e拍殊な用法  

f補助器具の任用法   

a配合注恵  

b配合不運  

c配合不可  

8薙脛の靴王忍  

♭副作用歴（問診）  

G迎接投与・相互作用のチェック（併用楽  

忌、併用注意、内用耗と外用薙の肌用（内  

服と点鳩等）、劉勿動態学的な相互作用、  

兵力学的な相互作用、飲倒勿との相互作  
用）  

d地利・他施設受診の砲掟  

e注射針処籠孜の碓惚   

a疾剋と処方  

b処方長の作用挽序  
c併用宍の意図  

d注射剤・輸液の処方意図の射軍  

p．配合変化  

f．摸圧及び投与魯の稚認  

g．処方意図の理解  

E．疑縦照会  a．疑較の抽出と吟味   

b．掟追照会方法   

a．．調剤の撒念   

b．劇薬一刀去燕の取扱い  

F．一般調剤爽務  
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大項目   中項目  小項目   小項目の内容の例示   

（5：薬剤師業務）   （F．一般言眉剤実務  c．薬袋の作成  a薬袋に記載すべき情報（用法、用量、使  

用上の注意、保管方法等）  

d∴計量器の取扱い  ∂メ∴トゲラスとディスペンサー（液剤、シ臼ッ  

フ剤での使い分け）  

b電子天秤の取扱い  

e．散剤の調剤  ム散剤の物性  

b希釈散  

c錠剤の粉砕  

d製剤量と成分量  

巳調製法  

f．徐放性製剤の調剤  a製剤間の互換性  

g．1回主調剤  a長期と短期  

h・．麻薬の調剤■  

l．調剤其の監査  

j．細胞毒性の’ある医薬品の  

取扱い  

G注射斉＝鋸在  
b無題性  
c紬液バッグ・セットへの吸好  

b．注射剤ゐ投与閑適串項  

b安全性・品王寺の沌保  

G．干旺内耳ダト紬満濃度の計罪・  

補正  

d．中．心紳脈栄碓療法用拍  

．液  b栄兼成分  

cカロリ⊥言十許  

d微光元煎  
e使用上の注意  

e．佗解任輸液、輸液酢去の  
基本  

†．鑑査  

g．細胞窓性のある注射剤の  

取扱い  

H．服薬指導   a．通巻梢報の収集と活用  

b繹歴作成と短音への服用法・使用法の誠  

明  

G患者と家族の心理と対応  

d生活の鑑  

i  －2了－   

大項目   中項目   ／ト項目   小項目の内容の例示   
く弓．燕剤師兼務）   （H∴服剰旨軍）  b．制作用の回避  n梢報の提供  

b蕪物相互作用の予測  

c．・特殊な麗者への服蕪言失明  

b小児  

0妊州 
dがん・膵神病患者への服苑説明  

l．．医煎品梢胡  a．発生・収狐  去医捌用医薬品、主な一般用医購品  
b梢糾滞（添付文慰、医薬品インタビュー  

フカニーム、朗魚安全性柏純など）  
l  

b．耶析・肝用  a統計．・解析法  
b沌剤疫学  

c■生物学的同等性  

c．再榊卦絹封呈  a病院・準席医租品兢  

b碓印斐良余弦料  

Cシステマテイツクレビュー（メタ分析など）  

d．掛共とその紺価．  a梢粗描供法の署血痕と特徴  

8．医燕品佃組閣迎珪雉  
b医邦欄都担当者  

J．医媒品の憶規  a．医狼品性哩の灘蘭  a医薬品の貯法、保健  

b医殊1謁の品質哲雄と品質拙果  
c托剤の鹿架  

b∴朴揖燕の取り扱い   a洞鶏糞の使用法  

c．放射性医蕪品の取扱い  

郡項、医，如拙以岬での調製と臨床応用）  

d」軌阻隔医燕晶の取扱い   

e．拍血用血液皿剤・血蛸分  

寧剋剤の取扱し＼   

－28－   



Ⅲ 衛生薬学  Ⅲ 衛生薬学  

「衛生薬学」とは、薬剤師として身につけておくことが必要な公衆衛生上の   
知識ご技儲を基本とする分野で衛生化学・公衆衛生学を中心としている‘。その   
他、「衛生薬草」に該・当する学科目を例示すると、栄養イヒ学、環境科学、毒性   
学、病原微生物学、疫学、生態学などがあげられる・。  

小項目の内容の例示  

a東経鶉（三大栄旋栗、ビタミン、ミネラル）  

b紫蘭灘の消化、吸収、代用  

c脂斑の運搬における血娩tノボタンバク質  

dタンパク肛の米華的な価値  

e栄華価（日本食品膝準成分表）  

fエネルギー代…朋（別封t臥呼吸商、エネ  

ルギー所要放〉  
店先華所要皿  

h白木における敦矧馴只の現状と間閲点  
i災張郭の過不足による疾病   

。腐  

b油脂の変放、油脂の変斑苫式放  

G 褐変  

d■変質を防ぐ方漁（保存法）  

¢食品政分由来の発がん物質  
f食品油加物  

g食品鞘生のための法規桐（食品衛生法、  
■血晶安全基本法）  

h伐他l胴た貌晶  

；通信手相祓え食品  

［出題に際しての留意事項］  

（1）堪題の方針 ■  
．「衛生薬学」では、疾病予防、－さらばは健康の維持・増進に必須  生

る
事
 
 

衛
れ
的
 
凍
ら
本
 
 

公
え
▲
・
基
 
 

の
考
る
 
 

上め知紺と技能のうち、薬剤師とし七身につけておくことが必  
保健衛年、廃境緒生、食品衛生、・栄養、化学物貯の車性などに  
項を出題す■るご  

と
す
 
 

要
関
 
 b．食品の品質と健独  

各賦験法を商う出題については、保健衛生上の意強が大きく、かつ●、当該分  
野．において汎舟さ．れているもの、またIま原理的に畢要なもののみを出題し、そ  
の意競、測定原理など、試験または測定実施のために必要とされる基礎的事項  
を問うこ．ととする。専門菓掛こおいて習得すべき操作などの詳細は・出題し・ない  
こととする。   

各種韮準などの数値は、記憶す．ることが必須または極めて有用な数値である  
腸合を除い七、数個そのものを問う出題はしないこととす・る。   

また、，法令などに基づく規制措置などの行政事項め変更に係る設問は、当該  
接令などの改正や制度の新設・などの内容が十分鳳灯されるまでの問は出題しな  

いものとする。   

（2）他分野との調盤   
衛生関係法規として、食品衛生法、化学物質の審査及び製造などの規制に関  

する法律、有害物蟹を含有する家庭用晶の娩制に関・する法律界び学校保健法に  
っいて・は、「相生羅学」におーいて出超する。   

ま‘た、医逓晶の体内動態は・原則として「医療巌学」で出腰されるが、薬事物  

を含む代表的な有事化学物拭の体内動態は「術生薬学」において出題する。さ  
らに、栄童イヒ学に関しては、構造等の追払知識は原則とし■て・：「基礎薬学」●で出  

題されるが、その栄並学的側面については「衛生凝学」において出題する。  

ト1  

a食中時の頓知と発生状況  

b瑚l削生1ウイルス性食中瑞  

C食物アレルギーとアレルギ丁捕食中森  

d 自然覇  

eマイコトキシン  

f・化学物異（沌企屈など）による食品汚染  

g級ユ野性矧こよる食品汚染  

h食品汚染対餓（HACCP）・   

8人口統計の意績  

b人口静態、人口動7建．  

c 国勢鯛正  

d死亡に関する指穏  

e人口の将来予測に必姿な指標   

a死因別死亡埠の変遷  

b【〕本における人口の推移と将来予測  

c寓附ヒと少子化  

a疫学の役割  

b 疫学の饗閻（病因、粗琉貰臥宿主基因）  

C穣学の拙柄（記述疫学、分析疫学など）  

d症例・別項研究の方法くオッズ比）  

8婁医卜対照研究（コホート研究）の方法（相  

対危険政、寄与危険度〉  
f医捧品の作用t副作用の調査  

g疫学データの解新  

日．社会・妹印と他嫌  礼保側統計  

b．髄胱と疾病をめぐる日本 の現状  
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大項目．◆   中項月  項目   小項目の内容の例示   

（1．他康）  C．疾病の予防  a．櫨康とは■  a健康と疾病の概念  

b世界保他機関（WHO）の役割  

G低廉増進温  

占．疾病の予肪とは  白疾病の予防（丁次、ニ次、三巧予防）  
b予防接種  

c新生児マススクリーニング  

d疾病の予防における染剤師の役割  

e学校薬剤師の役割  

c．感染症の現状とその予          色感染症嘩口感染、日和見感染、院内感  

防  染、歯隙悠染症など）  

b新興感染症、再鼎感染症 

c感染症法における感染症の類型  

d母子感染する疾患． 

e性行為感染症  

f悠染症対琵（感染症法、予防ほ批圭、結核  

予肪法）  

d，生活習慣病とその予防  

b生活習惧病のリスク薬園  

c食生活と喫慎などの生活習槻と疾病  

d生活智帆病の予防対猥（配珠日本21）．  

e．昭雄病とその予防・  

f．究庖用品の規制   a有割勿質を有する搾雇用局の規制水準  

2．輔蛸  人化学物Hの  休への服  
爛  活性化  帥、排泄）  

b第一相反応が闘わ句代紺、代批舌性化  

．¢笛＝相反応が関わる代謝、代裾舌性化  

b．化学物㌢Hこよる発がん  

b変異原十生試験（Ames試験など）  

G発がんのイニシエーションとプロモーション  

dがん埠伝子とがん抑叫泊伝子  

c．化学物質の報性  a化学物錯の鶉性評価試験法  

b肝睨、如睨、神経などに特派的に特性を示  

lす化学物駕・ 

大項目．   中項月  項目  小項目の内容の例示・   
（2．環流）   （∧．化学物質の生体への形    d．化学物矧こよる中君主と処a代削勺な中和原図物質の僻璃処髄法  

脚）  ・艦  b化判卓政のわ幾駄作用禅骨、中鴇症状、  

放免処位法、桐揖法の検索  

d・投与劉勿中寺揉と射射勿桧a申綾の粗和（刺繍勿・麻拉燕・睡服罪・珊柵  

出法  安定朴アルカロイド 
・焼津）  

f．非曙削放射紺の生休へ8．紫外線・  

の彫惜  b赤外組  

E．．陀緋放射鱗の生．休への a和親放射組の拙鮪  

影甘 b抽1鵬はと封輔弼く体外祉吼体内触  

・嘔）  

G放射性接托の描的臓掛組峨  

白．生活環坑と使用i  a．地邪見兢と生！迅系a地王釘邦琉の成り立ち  

b生態系  

c人の旭嫌と環流のl朴係  

d地球放校の頂坊間如（オゾン閻碩域、酸性  

雨、地球況順化、混洋汚染め成因、人への  
Jヌ舛箪）  

Q食物迎机、生物淵㈲巨  

f化学物質の環構内職闇と他肝桝押  

gⅦ琉中の放射性接抱（天然、人エ）と他種  
形W  

b．水持て坑 8押水の粗相  

b．水の沖化法  

c塩彊処，迎  

d水道水の水質基準、測軍法  

e下水処理、排水地域  
f水澤汚濁の主な指摘  

EDO、BOD、COD  

h筈ぎ米華化  

G．大気残モ坑 a空気の成分  

b主な大気汚染物罠（抽移、如生澗、哩庸形 
脚）  

C．ヨ三な大気汚染物質の測定法．  

d■大気汚染に彫僻する気敵軍囚（逆娠屈な  

ど）  

d・室内那‡ a室内環琉を評価するための代数的摘沼  

b室内環坑と地価  

p室内環琉の保全  

dシックハウス症候群  

■す化学物駕・  
c代矩的な有軌ヒ学物ダ王（三正金皿、題辞、P  

C8、ダイオキシンなど）  

d三庄金爪や活性弛架による酔態を防ぐため  

の生体防御嘔子  

8瑞性試験の結果を評価するのに必要な濃  

・反応開拓、聞惜、鯨輩性ぷ（NOAEL）  

f安全摂取量（1日許容摂取見など） 

g法的規制（化邪法など）  

h内鋸必混乱化学物賃．  
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Ⅳ 薬罫関係法親及び薬事関係制度   

「主塔事関係法規及び薬事関係制度」・は、薬剤廊としての業務■を遂行するに際   

して必要な怯的知鰍及びこれらに関連する各種め制度なちびに医療の遭い手と  

’し 

． 

る知識及び法令の構成知織を、「制度」の項でほ、払本的制度とその関連知識   

を、さらI；、「法律」の項では、必要な関係接令の知試某を示した。   

［出偲酎こ際しての留．悪事項］  
・（ユ）出題の方針   

①「薬事瀾係．法規及び基準幽係制度」申出掛こあたっては、いたずらに末梢  

的規制（値）や字句または非品名の暗記力を問う問題は油けること。特た   
「怯・倫理・饗任j または「制度」の動こ関する出掛こあたっては、これら  

の基本的知識及び理解力を佃う問題とする．。 

．② 法令、■制度の新設や改正内容に関する設l問は、当骸法令等の改正内容が周  

知．される◆までの間（原則として施行日より＝試廠当日まで少なくとも1年．を縫  
過・していない州問）lま出題しないやのとする。  

③、怯律の区分I；該当する出超については、法律上の各条文の規制内容の理解  
を問う出題のほか、特定な行為についてめ適正な措隠または法的規制を問う  
準例問題も出題す右こととす●る。   

（2）他分野との調整  
「英司手■関係法規及び基軍関係制度」の知識は、その多くが医兆晶の開発及  

び医療現場における苑剤師艶務等の基盤となる知芳弘であり、他分野からの出  

題も考えられること．から、出発馴こあたっては、他分野からの出嘩と定役する  

ことのないよう配慮する必蜜がある。  
なお、「基準関係怯規及び非司梱係制度」・に開運する法律に関し、．食品衛  

生法、・化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律、有啓物質を含有する  
家庭用品の規制に関する法紐及び学校保健法については、これらの法舘の主  
たる分野である「相生兆学」において出題することとする。  

大項目．  座項目   項目   小項目の内容の例示   

（2．環境）  （日．生活環境と健康）  e．廃棄物  a廃棄物の種類  

b廃棄物処理の問題点と対策  

¢医療廃棄物  
qマニフェスト制度  

ePRTR法  

f∴環境保全と法的規制       a典型七公督、寧大公害  
b珠境基本法  

G大気汚染を防止するための法規制  
d■水質如托防止するための法規制   

．
 
 

1
．
」
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Ⅳ 薬事関係法規及び薬事   係制度・   

大項目  中項目  ／＼項目   小項目の内容の．例示   

1．法・倫理・兼任  a．憲法と薬事関係法規と・  8個人の尊重  
の関連  b生存権  

b．法令の棉成  8法律・政令・省令・告示・通達  

b条約  

c条例  

B．仲理  乱倫理と法律の違い  

b．薬剤師の倫理  a医療の担い手としての倫理  

c．生痕独育 a生遁教育（薬剤師研修制度）  

d．インフォームドコンセン  主医甑におけるインウオームドコンセント  

ト   bヘルシンキ宣言  

？・追任  a．倫理的猿任   a社会的蛮任▲道徳的出‘任t道砥的責任・  

占．法的猥任  a氏神約畏任（根務不屈行、不法行為）  
b刑祁的渠饉（典雅上過失致死傷等、守秘  

焼拗）  

c行政的批任（薙串間係法規、医療保険閑  

係法規など）・  

c．製造物畏任法  a法の目的  
b定碩（製造物、欠陥、■浪造典省など）  

d諷進物i封壬  

d免班印由  

e期間の制限  

d．個人欄報の鉄建に 

法糾   b 個人情報m奴輩鎌者の租湖  

2．制度   A，医榔ト11恕  a．医鵬擢供体1liり  a医療班朝体制の聴㌍ 

b．医療快粕淵腰）制度の  宣地用窃（根城）保険制康のしくみ  

しくみ  b地域保険制鹿のしくみ  

c老人保根㈹庇のしくみ  

d介旺保険制庇のしくみ  

e公址負担医療制度のしくみ  

。．医根行政体系  a国・地方公共団体の循生・医焼保順行故紙  

抑  
b桔間描灘（乗誹関係偲儲会（中央・地方）、  

社会保畔櫛班会、社会保隈医敷協亘桂会（中  

央・地方））  

c保他所、仰生研究所  

d社会保険召i務所・福祉主】i務所  
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大碩白   中項目   小項目   ノ＼項目の内容の例示   

く2．別J空）   （A．医銃刑度）  d．医珪分業制庇  a医箆分実の憩放と現況  

b重患の性命  

c保険研剤のしくみ  

d基批薙局別鹿  

e凍原の築洩迎営ガイドラインの内容  

f鶏剤錘の在宅医療の長堀  

日．医概と経済  軋医療‡社  a国民圧政朋  
b老人医根葉  

c国民医療独の構成  

b，築基経済  

（1〉純利比  a魂周研刑医療批＿  

b沌刺批  

（2）生産  8医琵晶生産金紙  

（3）流通  D流通のしくみ  

b不公正取引の漂止（独占猥止法都1螺）  
0公正兢争規約（偲品数示淡第10粂）・  

C．1至純品馴l発  a．総論  白医珪品閑雅の既史  
bl熟粗品閑雅の軌 

；  

b．研究・持口発  aプロセスと糊酔ぃ肌用． 

b園の支ほ政節  

G希少疾病用医琵品・医蝋絹儲の取扱い  

d燕埋学的試験（効力を鑑づける試験、一般  

蕪，巫l式験）  

白■医製品の安全性に閲する非好悪床試験の爽 

施の基準（GLP）  

f娘物動地試翰  

c．治賦の取扱い  a定綻  

b届出制庄の内容  
C医燕品の臨床試験の窮地の逓粧（GCP）  

D‥血液供綿体制  a．安全な血液旭剤の安定  
依頼の祀保執こ閻する  b基本理念  

法鰍  G韮木方針  

d血舐塑劇の粗邦  

0雄血智の砿務  

f】采血の制限  

g濡総計園   

3．薦‡l言開怖法規  入費刑師法  a・薫割勘叩摘と任務  

b楽剤師の免許・届出  

c名称の使用制限  

b．薬剤師の葦務  8調剤に陽】する禁止恥項  

b調和ルた兵制の取扱い  

c調剤雅湖に伴う使嘘規定  

d情報の提供  



大項巨   中項目   小項目   小項目の内垂の例示   

（3∴薬事関係法規）   B，薬事法   a．規制対象物の定義と分  a■目的  

類  b医薬品・医薬部外品・化粧品・医療機器の－  

塵義  
c医薬品・の分類  

b．薬局  a開設の許可  

b構造設備の規制  

8薬剤師の員敵  

d薬局開設者の業務に伴う規制  

8管理者の架矧±伴ラ規制  

f販売の方法  

c．医燕晶販売業  a医渠品販売探の種類，  

b許可．  

り推進設偵玩の規制 
d猥剤師の負数  

e順光葦者の雄：軌こ伴う規制  

f哲理者の築矧こ伴う規制  

官服夕叩方法  

d．医i焼損器の賑∋一卜黒澤  

業及び括里旦韮  b倍埋医療拙器の取扱い  

c捕魔戯職の規制  

8．▲品駕撒保・製造管理シス    a製造順光言葉  

’テヰ・  b娘達哉  

¢総括鹿追僻正芳上住着の光源  
d医基品製造優拙者軍の妓務  

eイ雄馬手劉補遺芸廷備規則」イ医澤晶の剋追及  

び品質皆剋基準」（GMP）  

f外国拙速医薬品の特例．  

g姫鱒における如造版う富の特例  

h言空走古君証他聞  

i日本啓伍方（総則関係を含む）  

」品H基準  

k検滋  

F．承認邪恋システム  

も添付染料の作成基準  
C承認砂近く大臣掩限・知ホ掩隈）の．しくみ  

d原質等登録原簿  

g．市販後調査制度（PM  

S）  b再評価制度  

G制作用㈹軸収集師触提供システム  

d医薬品の市販後の調査¢準準（GPMSP）、  

e医薫†橙維担当者（MR）の役割  

f医矧嫡孫者の情報提供職務の規定  

h．流通の適正化  a我目刺薬、処方せん医薬品等の取扱い  

ウ容器、添付文書等への表示串項  
¢製造・脛売等の譲止規定  

d広告   

冒の内容の例示  
（3．托輩関係法規）  時．舘輩法）  t．生物由米英品の特例  ∂定位  

b隼物由無製品の品質撒保  

C生物由来製品の流通め適正化  

d怒染症定期報告  

a立入検蕊  

b駅急命令  

c検査命令  

d改態命令  

e変更命令  

f諜；辣停止  

g∫承認・許可の取消し   

a動物用医菓晶の取扱い   

a敗済制度の目的及び発足の経緯  

b制作用の定職  

C医費品別作用触診牧漬菜携  

d生物由来規晶感染轍廟甥潮   

a医韓品・医療拙器技術相慨娠邦雄瑚  

b希少疾病用医猥品牒減冊儲の娠典雑務  
C医蕪品等の訴詑触発錮迎英雄  

d医繋品顧の品罠・有効性・安全性阻迎鹿朔   

a’法の目的 ●  

b規制対挽物剖（麻薙、個朋朝層、特定麻薬  
向特利魔膵料）  

¢取扱者欄故地設の定礪  
d弛昨及び酎網引牛  

e家庭麻薬  

fジアセチルモノ隼ネの取扱し、  
E怜出・輸入  

h剋造・却剤・小分け  

＝鳳披・抽受・所持  

」使用・施用  
lく変示・封  

l採頂・哲雄  

m庇殊竺  

n媚故の船肥  

0記蚊  

p広告  

a法の目的  

b定版  

G国の独占権  
d頒ヰ  

eけしの栽培・皆埋・  

a定振  

七禁止  

c大麻取扱者   

k．動物用医薬品の取扱い   

a．救済制度1  C．．医耗晶医療機器総合拙  

描法  

b．その他の葦据  

D．府重野の取裾去  a．廉澤及び向捕榊購取締  

法  

b．あへん法  

c．大府取締法  

．
■
 
、
．
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大項目．  中項目 ／  卜臆目   小項目の内容の例示   

（3．．藻草関係法規） （  a法の目的・  
b規制対象物質（兜せい剤、覚せい削原料），・  

c取扱者・取扱施設  

d指定及び資格要件  

e輸出・輸入  

f製造・製剤りト分け  

g…窮渡‘・紐受・所持  

h使用・施用  

】表示▲封  
j保管・管理  

k廃架  

l事故の措置  

m記録  

n広告  

E．主封勿及び劇物  
b規制対敷物質（瑚；物・劇物・特定摘物・政令  

で指定する含有物）  

c音別勿劇物取扱揖住着・取扱施設の堤放  
d特定引錮勿研究者  
e世襲所の登録  

f．摘出・輸入  
g・剋造・出剤・小分け 

h三才l波・翼基受・所持  

亨使用・施用  

」爪盟・幻つか麻酔作用物の規制  

lく引火性・発火性湖東性物餌の規制  

ト褒示  
m保憶・管理  

n廉渠  

。般  

p報湖上性病智の規瑚  

q姉故の掩億  

「行政抽僅・命令  

4．圧印閻係法規   A」盗頂建  a．医漑施設  a医療1温供施娘の相知と規制の内容  
b施設・捕造設備の規制  

c染剤師め見放  

d倭蝶番の監督砕務  

a医醸提供の埋念  

豆包括医痴（侃傲・医療・栢祉の速けい）  

B．医師法・建科   
G一交付深刻の容器の衷示  

b処方せんの貫己弛串項  

＿つ0＿   

大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示   
（4．陸軍馴系埠規〉  C．條隠師助成師瑠闇澗梢  a将隠師の定釈（泣訴5条）  

b非喝蘭仰の；鞍既洪止（鵠獅一号）  

5．医疾保険関係法規   A．．破折県院法  a．保険医瓜の爽旭  a保険医暁抱防・保険燕尾 

b保険医・保険燕剤師●  

G‘大臣（又は知畔）の柏噂  

b．保険擁付のしくみ  

b求刑時付のしくみ▲  

仁医戴モ紹付の方法  
d一部負担金と高相敷狂駅側舷  

e診瞑種別・研削細酬点数猿  

f別納の．紺求・秘計支払し■、の〔くみ  

c．育参戴硝尺別・研削相和  

b点動袈の構成  

G獅棚板技術料の内容と3ほ方法  

d．蕪瀾ほ虹出陳庇  a韓川拍臣甘削度のしくみ  

b阻隅朗州掴の丼淀  
c珪用明証  

B．国民他昂モ保険法1  8．国民胞研保瞼  a制度の内容  

b給付の内容  

c北川の紺求  

C，－老人保風浪  a．老人医航覇  a壷人圧般  

b老人頃琉以外の医療  

c給付の如奴内容  

d猥用の免担  

q封用の梢求  

D．介旺保険法   a．介旺侃隈   a制度の内容  

b給付由内容  

c猥辟の描球  
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厚生労働科学研究  

「薬学6年制に対応した国家試験の円滑な実施のための  

問題作成の在り方に関する研究」  

○研究の概要   

近年の医療の高度化、医療制度改革等により、薬剤師を取り巻く環境は大き  

く変化しており、平成18年度からは、臨床に係る実践的な能力を有する薬剤  

師を輩出すべく、6年制の薬学教育課程を修めて卒業した者に薬剤師国家試験  

の受験資格が与えられることとなった。   

このような状況の下、平成19年6月には、薬剤師国家試験出題制度検討会  

が設置され、本年7月に報告書がとりまとめられた。本報告書によると、「必  

須問題」「一般問題（薬学理論問題）」「一般問題（薬学実践問題）」の3つ  

の出題区分として、薬学全ての領域から出題されることになる。その中でも特  

に「一般問題（薬学実践問題）」の作成にあたっては、多領域にまたがる複合  

的な問題作成が求められ、出題数の増加や今後期待される出題基準の見直し等  

に伴い、より一層、問題作成のための体制を強化する必要がある。また、「各  

領域の関係者が複数であたる必要があり、問題作成の初期の段階から共同で行  

われることが適当である。」との記載はあるが、その具体的方策等は示されて  

いない。   

本研究においては、平成24年度から6年制課程を卒業した者が薬剤師国家  

試験を受験するにあたり、国家試験の作成体制の構築、問題及び回答方法に関  

する調査研究を行うとともに、国家試験の公平性及び客観性を確保しつつ、出  

題の標準化に関する方策等を明らかにする。  

○研究計画の概要  

平成21年度～平成22年度に以下を実施  

① 薬学実践問題の作成方針の検討  

② 薬学実践問題の作成  

③ 薬学実践問題の精査   

④ 全国の薬学部・薬科大学から意見の聴取と分析   

⑤ 各薬学部等からの意見の聴取結果を基に薬学実践問題の作成   

⑥ 必須問題に関する基本方針とその対象分野   



⑦ 一般問題の出題形式等  

○研究者   

研究代表者  

笹津備規  （東京薬科大学）  

研究分担者  

宮内正二   

高橋秀依   

本間浩   

福井哲也   

小山豊   

伊藤清美   

檀上和美   

山田安彦   

亀井美和子   

（松山大学）  

（帝京大学）  

（北里大学）  

（星薬科大学）  

（大阪大谷大学）  

（武蔵野大学）  

（名城大学）  

（東京薬科大学）  

（昭和大学）  
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